
京
都
。
長
岡
京
跡
⑧

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
伏
見
区
羽
束
師
菱
川
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）

一
一
月
を

一
九
八
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
側
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
長
宗
繁

一
・
鈴
木
広
司

・
昔
崎
　
伸

５
　
迫還
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
末

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
地
の
概
要

こ
の
羽
束
師
菱
川
町

一
帯
は
長
岡
京
左
京
四
条
二
坊
か
ら
四
条
四
坊
に
推
定

さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
調
査
は
京
都
市
の
街
路
建
設
事
業
に
伴
う
も
の
で
、

昭
和
五
五
年
度
か
ら
現
在
ま
で

継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
長
岡

京
造
営
期
の
掘
立
柱
建
物
、
柵
、

井
戸
、
条
坊
に
関
係
す
る
溝
等

を
検
出
し
て
い
る
。
特
に
建
物
、

井
戸
は
ほ
ぼ

一
定
の
間
隔
を
お

い
て
検
出
さ
れ
て
お
り
、
長
岡

京
の
宅
地
割
を
考
え
る
上
で
の

好
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
調
査
で
は
弥
生
時
代
か
ら
古
装
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
や
溝
、
奈

良
時
代
の
水
田
跡
や
条
里
に
関
す
る
溝
等
、
長
岡
京
造
営
前
の
遺
構
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
掘
立
柱
建
物
や

井
戸
等
、
長
岡
京
廃
絶
後
の
遺
構
も
数
多
く
検
出
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
当
地
が
京

都
市
内
で
ヽ
屈
指
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

昭
和
六
〇
年
度
は
左
京
四
条
二
坊
十
五
町
及
び
隣
接
す
る
四
条
三
坊
二
町
の

ニ
カ
所
で
調
査
を
実
施
し
た
。
四
条
二
坊
十
五
町
で
は
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
、

湿
地
状
の
堆
積
層
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
い
ず
れ
も
こ
の
湿
地
状
の
堆
積
層
か

ら
出
上
し
て
お
り
、
他
に
多
量
の
上
器
類
、
瓦
類
、
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

土
器
に
は
、
「
山
」
謂
巴

「秦
」
等
の
墨
書
を
し
た
も
の
が
あ
る
。

四
条
三
坊
二
町
で
は
、
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
、
石
敷
遺
構
、
カ
マ
ド
状
遺
構

等
を
検
出
し
た
。
こ
こ
は
、
平
城
天
皇
即
位
に
あ
た
っ
て
謀
反
の
疑
い
を
う
け

た
伊
予
親
王
が
幽
閉
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
川
原
寺
の
推
定
地
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
遺
構
は
、
川
原
寺
の
大
衆
院
関
係
の
遺
構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
物

は
調
査
区
全
域
に
広
が
る
長
岡
京
期
か
ら
平
安
時
代
前
期
の
包
含
層
か
ら
多
量

の
土
器
類
、　
瓦
類
が
出
上
し
て
い
る
。　
土
器
に
は

「
丁
」
「
王
」
詔
ピ

「東
」

「南
杯
」
等
の
墨
書
を
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
人
面
墨
書
土
器
、
土
馬
、

β
形
土
製
品
、
斎
串
等
祭
祀
に
関
わ
る
遺
物
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

経
典
の
一
部
と
み
ら
れ
る
漆
紙
文
書
の
断
簡
も
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(京都西南部)



1985年出上の木簡

①
　
・
回
富
富
　
　
□

・
　

　

口

回

ロ

ロ

ロ

ロ

回

ロ

ロ

（牌ＮΦ
）
Ｘ
中∞
Ｘ
、
　
〇∞
μ

②
　
。
ｘ
対
五
　
四
九
汁
六
　
一二
九
十
七
　
一
一九
十
八
」

・　
　
　
　
　
日
回　
酢
酔
酎
酢
ヵ〕七
く対九
　
」

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｘ
十
四
　
一三
ハ
十
八
」

。
　

　

　

日

回

　

　

（券

中こ

⑪
は
薄
い
板
材
の
表
裏
に
墨
書
を
し
た
も
の
で
内
容
か
ら
呪
符
木
筒
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

②
は
厚
手
の
板
材
の
表
裏
及
び
両
側
面
に
九
九
を
墨
書
し
た
も
の
で
、
表
裏

に
三
分
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
上
半
は
破
損
し
て
不
明
で
あ
る
が
下
端
部

は
圭
頭
状
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
は
表
面
に
九
の
段
、
左
側
面
下
部
に
八

の
段
と
七
の
段
、
裏
面
に
六
の
段
の
一
部
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら

木
簡
の
四
面
に
は
、
九
の
段
か
ら
二
の
段
ま
で
の
三
六
組
の
九
九
が
書
か
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
九
九
の
各
段
及
び
各
組
の
順
序
は
現
在
の
も
の
と
は
逆

で
あ
る
。

（昔
崎
　
伸
）
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